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『｢子ども｣ ｢教師｣ ｢教材｣ 主体の三位一体の授業づくり』
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で 88 プラス 54 は 88 に 50 をたして 138, 138 に４をたして
142. ひき算で 145 マイナス 48 は 145 から 40 を引いて 105,
































●知多市 教師 41 歳〈1977. 03. 13〉
〈数の理解からも暗算は大切です〉





















数の持つ意味 (構造) がこれでは理解できません. 計算で
答えが合いさえすれば良いなら, 暗算より筆算, 筆算より電









●大和郡山市 K教科書編集部 39 歳〈1977. 3. 14〉
〈｢暗算と筆算｣ 問題 私はこう考える〉
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室では ｢わかる｣ から ｢できる｣ への模様替えが続出し
た.
この後, ｢学力の基礎を鍛え落ちこぼれをなくす研究
会｣ (以下 ｢おち研｣) と ｢数学教育協議会｣ (以下 ｢数
教協｣) の対立が水面下で起きる.
そのひとつに, NHKの 『お母さんの勉強室』 がある.
『おかあさんの勉強室』 は, 1965 年 4 月から 1990 年 3
月までNHK教育テレビで放送された教養番組で, 製作
は, 東京局と大阪局が週 2回, 名古屋局が週 1回担当し
ていた.
ここに, 私が出演したのは, 1984 年 2 月 16 日 ｢教科
書を活用する｣, 1985 年 4 月 10 日 ｢成績をのばす勉強






ただ, 80 年代の半ば以降, 向山洋一の ｢教育技術の














『数学教室』 1975 年 11 月増刊号). さらに, 1978 年７月
号 『数学教室』 では, ｢学力をつけるのに鍛錬はいるか｣















毎年のように, 習熟活動に関する特集を 『数学教室』 で
組んでいる. 例えば,


















こうして, 80 年代の半ば以降, 20 世紀末までの教育
界は, ｢教育技術の法則化運動｣ 一辺倒となり, 算数ゲー
ムは一大看板であった.

















追って』 後に 『教育技術運動研究』 と改題)を出すこと
にした. 1986 年 11 月のことである.
さいわい, 体育研究同志会の出原泰明氏が 『体育の授






※この 1986 年は, 戦後の教育運動において重大な分










たりしていたが, 1994 年より 『授業づくり通信』 に再
び衣替えして, 授業の本質追究を主とすることにした.





か｣ と問う子安潤氏 (愛知教育大) に刺激を受けてのこ
とである.





●授業づくりの観点からも, ｢基礎｣ ｢基本｣ は分けて
考えるべきです.
●教材の精選の観点からも, ｢基礎｣ ｢基本｣ は分けて
考えるべきです.
●時間数減の観点からも, ｢基礎｣ ｢基本｣ は分けて考
えるべきです.
と, 2000 年北陸での数教協全国小学校集会で提起し
てみた. 銀林浩氏が ｢21 世紀はいかに基本学力をつけ
るかが勝負どころである｣ と理論付けをして, 『教育評
論』 (01 年 6 月号) などに次々と発表し, 注目されると
ころとなった.
しかし, ｢基礎・基本の重視｣ というごまかしの文科
省の姿勢に対して, ｢基礎｣ と ｢基本｣ は分けて考える
べきである. 分けて考えることによって, ｢評価規準｣
が ｢基準｣ として機能し, 教材の重要度は明確になり,
真の精選も可能となる. という提起を受け入れようとい
う雰囲気にならない. 世の動向は相変わらず《読み・書
き・計算》のレベルに止まり, なんと 30 年前の“おち
研”が再びもてはやされる事態となった〈2000 年 10 月















来の形と変わっていないが, ただ, この著の中で, 鈴木
日本福祉大学子ども発達学論集 第 6号
― 59 ―
｢教育技術の法則化運動｣ が ｢草の根保守主義｣ 運動とし
ての役割を果たすことを予見したのは, 渡辺靖敏氏であった.
氏は 『向山洋一・教育技術の法則化運動を追って』 という個
人通信を出しているが (1986 年 11 月創刊, 1990 年 4 月です









ところで, ｢基礎｣ と ｢基本｣ を分けるという提起に
対して, 一番の批判は ｢基礎的事項｣ が, 次の教材のと




るが, 授業が動き, 教材が動くものであるかぎり, ｢基












は, 山方式による ｢百マス計算｣ が教育すべてである
かのような風潮に, 完璧なまでに打ちのめされた. 2000
年 10 月 31 日の ｢百マス｣ 再来の時期, 私の関心は ｢基
礎｣ ｢基本｣ にあり, 兵庫県山口小学校の訪問団にも加
わらず, 『授業づくり通信』 で嘯く程度であった. (この
『通信』 は毎月１回発行. 100 部程度の発信数)





ところが, 今担任の子たち (3 年) の実態をみると,
その遅さは尋常ではありません. やっている内容は,
水道方式では２年生の内容です (『計算書・加減乗除
のすべて』 友渕洋司). それが, なかなか進まないの

















の源流は民間側にあるのです. 20 数年前, 岸本裕史
が提唱しているのです (雑誌 『はぐるま』 を見直せば,
すぐ分かる).《山メソッド》にはなんの目新しさも






されていないことです. 70 年代になり, "楽しい算数"
のスローガンはよかったのですが, 理解習熟の道筋や,
苦しさの後の喜び・楽しさを味わわせることを回避し







とが, 尾を引いていると考えるのです. 為に ｢数教協
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最近児童の中に ｢自分で考えない｣, ｢考えられない子｣ が
でてきた. 最大の原因は ｢考える道具＝基礎的な学力, 基本
的な学力｣ が身についていないからである. (中略)
｢基礎的な学力＝数, 演算の意味, 四則の計算, かさ・長
さ・重さ・時間・面積・体積などの基本の量, 座標など｣ や
｢基本的な学力＝10進位取り記数法の原理, 小数の原理, メー

















その 2 2003. 11. 23 『授業づくり通信』
その後しつこくというよりも, 友淵さんの 『計算書・
加減乗除のすべて』 を丁寧にやらせました. 教科書に









その 3 2004. 01. 06 『授業づくり通信』
冬休みには, 私の学校では 『冬の生活』 (日誌) を
課題として与えなくしました. つまり, ｢自分で考え
て過ごしなさい｣ というわけです. ですから, 休み明
けの宿題処理に要する時間は極度に減りました. すぐ,
授業に集中できますが, やはり ｢忘れてしまう｣ のは
やむを得ないことでしょう. でも, 確実に習熟し, 定
着していれば, たとえ忘れていても, すぐ思い出しま
す. 授業を進める上で大きな障害にはなりません.




















という間であった. そんな折, 雑誌 『教育』 が ｢基礎学
力と習熟問題｣ の特集を組み, 松下佳代氏が ｢百ます計





達化｣ と, 柔軟性の形成を特徴とする ｢適応的熟達化｣
が区別されている. 百マス計算で行われるのは, 典型的











るようになること (縮約化) の段階があり, 反復練習
が意味をもつのは,〈3〉の段階である. 反復練習の効












































た ｢心の教育を無視しない習熟活動を！｣ を, 何故, 再
び持ち出したのか. それは, 教育界の現状と大いに関わ
る.
ここ数年, 『算数科教科研究』 や 『算数科指導法』 等
の講義の第 1 回には, ｢印象に残っている算数の授業は
どんなことか｣ とアンケートをとることにしている. す



















教師も, ｢勝ち組｣ を導き出すために, 弱者に過酷な試
















進者であるとしたら, これほど, 情けなく, 惨めなこと
はない. どこまでも弱者に優しい教育の推進者であると
いう誇り・特徴を持ち合わせてほしいと考える.
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そこで, こうした課題を克服する実践例を 2～3 紹介
して, 結びとする.



















ただ, 10 回も集中力を切らさず繰り返すのは, かな





｢10 回ひき｣ は, 引く数の 10 倍の数から 10 回ひく.
答えは０となる. 実際にやってみると, なかなかの手応
えである. これも, ｢おじいさん型｣ まで扱えば十分.
それ以上扱えば, 字は汚くなるわ, 差別を持ち込むだけ
である.
◎ ｢150 マス計算｣ で, 自学自習を！
｢百マス計算｣ に対抗して, 大阪の星野和夫が考え出




















のときは, ⑰番目は必ず 9になる. ならなければ, どこ
かに計算ミスがあることになる). また, 位取りも意識
付く優れものである.
1 年生の ｢素過程｣ の習熟に最適な方法である.
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①番目 ８ ３ ５ Ａ
②番目 ７ ７ ７ Ｂ
③ ５ ０ ２ Ａ＋ Ｂ
④ ２ ７ ９ Ａ＋２Ｂ
⑤ ７ ７ １ ２Ａ＋３Ｂ
⑥ ９ ４ ０ ３Ａ＋５Ｂ
⑦ ６ １ １ ５Ａ＋８Ｂ
⑧ ５ ５ １ ８Ａ＋３Ｂ
⑨ １ ６ ２ ３Ａ＋ Ｂ
⑩ ６ １ ３ Ａ＋４Ｂ
⑪ ７ ７ ５ ４Ａ＋５Ｂ
⑫ ３ ８ ８ ５Ａ＋９Ｂ
⑬ ０ ５ ３ ９Ａ＋４Ｂ
⑭ ３ ３ １ ４Ａ＋３Ｂ
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